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　人口の動き
　12月1日現在
男　　6．881人
女　 7．028人
計13。909人
．世帯数2．739世帯
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終
わ
る

す
く
な
か
っ
た
無
効
票

こと　しのできごと

1961年

一
二
＋
二
日

二
＋
七
目

【
鱒

　
注
目
を
集
め
た
県
知
事
選
挙
は
、
七

日
午
後
六
時
を
も
っ
て
無
事
に
投
票
を

終
え
た
。

　
重
要
視
さ
れ
た
選
挙
戦
で
あ
り
な
が

ら
、
ス
タ
ー
ト
以
来
低
調
が
う
わ
さ
さ

れ
、
さ
ら
に
、
あ
い
に
く
の
み
ぞ
れ
模

様
の
天
候
が
ひ
ぴ
い
て
、
当
日
の
投
票

率
は
八
○
・
九
四
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
前
，

回
（
昭
和
三
十
四
矩
、
八
二
・
頓
六
パ

ー
セ
ン
ト
）
を
下
回
わ
っ
て
い
る
。
あ

る
い
は
、
時
期
的
に
出
か
せ
ぎ
シ
響
ズ

ン
で
あ
っ
た
影
響
も
見
の
が
せ
な
い
。

　
し
か
し
、
全
県
の
平
均
に
く
ら
べ
た

場
合
、
投
票
率
も
は
巻
か
に
窟
く
、
内

容
を
検
討
し
て
み
て
も
、
い
た
ず
ら
書

き
や
白
紙
投
票
が
ほ
と
ん
ど
皆
無
に
近

か
か
っ
た
の
は
、
投
票
の
質
に
お
い
て

も
、
り
っ
ぱ
な
選
挙
で
あ
っ
た
と
言
う

こ
と
が
で
き
、
町
で
は
、
正
し
い
権
利

の
行
使
が
な
さ
れ
た
と
見
る
べ
き
で
あ

る
。
得
票
数

塚
田
氏
が
う
わ
ま
わ
る

　
関
心
を
よ
ん
だ
保
守
、
革
新
の
対
決

ム
章
ド
も
、
当
選
し
た
塚
田
候
補
が
、

町
で
も
、
全
投
票
の
約
六
十
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
し
め
た
。

，
開
票
結
果
は
次
の
と
お
り

選
挙
当
臼
の
脊
権
者
数
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四
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、
六
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二
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男
三
、
制
咽
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・
女
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六
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投
票
率
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O
、
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パ
ー
セ
ン
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（
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八
、
三
〇
・
女
八
三
、
四
〇
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投
票
総
数
　
　
　
　
六
、
六
七
二
璽
い

　
有
効
投
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六
、
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四
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・
無
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投
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候
補
者
別
得
票
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小
田
　
俊
与
　
　
　
　
　
ニ
ニ
票

　
塚
田
十
醐
郎
　
　
　
四
、
三
〇
五
票
』

　
小
林
　
孝
平
p
　
　
二
、
三
一
三
票

参
考
前
回
の
結
果
三
四
、
四
、
一
三

投
票
率
　
　
　
八
二
、
一
六
パ
ー
セ
ン
ト

（
男
八
五
、
八
三
・
女
七
八
、
七
九
）

投
票
総
数

有
効
投
票
、

無
効
投
票

候
補
者
別
得
票
数

北
村
　
醐
男

鈴
木
吉
治
郎

六
、
九
四
四
票

六
四
四
八
票

四
九
六
票

四
、
一
八
五
票

二
、
二
六
三
票

さよなら

：
：
：
・
　
こ
と
し
｝
僅
、
町
の
で

き
ご
と
を
ふ
り
か
え
っ
て
み
る
と
、
今

後
を
示
唆
す
る
よ
う
な
問
題
が
数
あ
る

こ
と
に
気
が
つ
く
。
全
町
醐
区
で
執
行

さ
れ
た
町
議
選
、
役
場
機
構
改
革
の
問

題
、
学
校
の
統
廃
合
、
開
田
な
ど
が
そ

れ
で
あ
り
、
す
こ
し
目
先
き
が
か
わ
っ

て
、
坪
山
地
内
の
資
源
開
発
を
と
り
あ

げ
て
も
よ
い
。

　
騨
伍
間
の
足
跡
が
、
町
の
将
来
の
発

展
に
ど
の
よ
う
に
つ
な
が
る
か
、
偏
集

者
の
視
野
で
、
月
を
追
っ
て
昭
和
三
十

六
伍
を
た
ど
っ
て
み
た
。
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日　日目

一
日

【
二　
千
手
、
上

　
野
両
甲
学

　
校
の
統
△
q

　
決
ま
る
・

　
議
会
臨
時

　
会

【
三
　
月
】

　
　
月
】

消
防
団
出
初
式

成
人
講
座
は
じ
ま
る

藤
巻
さ
ん
一
家
渡
侮

町
民
籠
球
大
会

三
十
四
偲
度
町
決
算
認

定
・
議
会
定
例
会

娯
楽
大
会
、
民
踊
大
会

　
月
】

町
民
ス
キ

ー
大
A
容

統
合
中
学

校
実
状
調

査三
＋
山
ハ
佳

度
町
の
当

初
予
算
成

立
・
議
会

定
例
会

国
民
伍
金

指
導
員
会
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手
、
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野
両
中
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校
閉
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】

　
　
輔
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三
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＋
五
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＋
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三
＋
鱒
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へ
課
制
施
行
）
各
支
所

の
廃
止

成
人
式

合
同
慰
霊
祭

ラ
ジ
オ
農
業
学
鮫
開
較
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戸
分
校
廃
止
と
決
ま

る
・
議
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臨
時
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田
｝
戸
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鮫
閉
鮫

二
＋
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二
＋
二
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二
＋
九
日

　
　
五
日

　
　
七
日

十
五
日

＋
七
日

二
＋
日

【
四
　
川
西
甲
学
咬
発
足

　
国
民
任
金
保
険
料
納
入

　
開
始

　
川
西
中
学
使
鮫
舎
新
位

　
置
、
霜
条
南
原
に
決
ま

　
る
・
議
会
臨
時
会

【
五
月
】

　
才
鱒
次
機
構
改
革
発
令

＋
二
日

二
＋
日

　
轍
日

＋
山
ハ
臼

【
山
ハ
月
】

　
松
葉
沢
溜
池
か
さ
上
げ

　
工
事
に
着
手

　
川
西
中
建
築
に
五
業
者

　
を
指
名
・
議
会
定
例
会

【
七
　
月
】

　
石
油
資
源
開
発
測
量
開

　
始
（
坪
山
地
内
）

　
街
路
灯
完
成
へ
千
手
甲

　
央
通
）

二
＋
二
日

二
＋
五
日 　

仙
田
橋
竣
工

　
川
西
中
建
築
入
札

　
町
議
選
告
示

【
八
　
月
】

　
町
議
会
議
員
選
挙

　
川
西
中
地
鎮
祭

　
民
踊
流
し

　
町
民
運
動
会

　
元
町
地
区
開
田
工
事
着

　
手
　
　
　
橘
小
ス
テ
ー
ジ
落

　
　
　
成

四
β

＋
六
日

十
九
日

三
＋
日

＋
日

＋
二
日

二
＋
八
日

九八七四　七　六五
目日日日　日　日日

　
一
一
二
十
五
伍
度
決
算

　
認
定
・
臨
時
議
会

【
九
　
月
】

　
新
議
会
の
構
成
決

　
ま
る
●
臨
時
議
会

　
矛
二
室
戸
ム
鼠

　
町
議
会
台
風
被
害

　
地
視
察

　
台
風
見
舞
金
の
支

　
、
出
を
議
決
・
議
会

　
臨
時
A
云

【
十
　
月
】

　
伊
勢
平
治
、
上
野

　
下
乎
各
地
区
開
田

　
工
事
着
手

　
県
下
農
研
施
設
運

　
営
協
議
会
開
催

　
郡
市
青
年
研
修
会

【
＋
髄
月
】

　
青
琿
団
実
績
発
表
大
会

　
赤
ち
ゃ
ん
コ
ン
ク
ー
ル

　
表
彰
式

　
北
村
知
事
来
町

【
十
二
月
】

　
　
　
　
　
　
　
　
ぢ

　
中
島
さ
ん
｛
家
渡
伯

　
県
知
事
選
挙

　
町
商
工
会
設
立
総
会

　
川
西
町
、
十
日
町
市
議

　
員
懇
談
A
云
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　六認鷲腫た零娚鱗今※　踊籍段魏器欝鯉そ袈国　§
享景事穿房ぞて題芒震誕襲蓼拠奮纂遅象攣鑑繋釜鶏騰馨　国年
一
麓
奮2嘉健李蕎喜藻を無髪賛零釜出≦胎窪あ窒ま諺￥婁給薯　曙禦　民金

ののののり額五開のりと望十つ六矩の　　　　にらで低受のうわのる給②点　今ら

製割割割礪畿閣瑠惚給に麟騨繍鰍鶴継＋法§
分　　　さとにっを　金な今さで　関金際つにこ母るし者こ七も繰　さて九の

購灘毅蟻騰論す難響纒謙繋繍墨一

墓翻髪翻霊畿謡舞は　社馳製器聴難翻矯三可
筋縮あ盟醐魏彪護鋪　　会脇鶴縫鶴磁盤纏決
騨喫盤霊犠麗纏轡　　　係壽騨験萎ε一網鍵巽顯，
謬あ毒っ総ε醗舗離今※謹藷ゑ騨繍獣離灘今※七四＿離こ籔
人母人こ以まなてたまそと・・金ま死o金つきを期支をにに間以険則回通伍伍塚さ納の令り・
とあのと上りり　・人しのき寡そをで亡　　通きは納間給納な通を外者法新算以以以れめ特福’
篶礪魏県さ蟄猫鯉窪含婆壽誕ま窺鳶難、讐潔募設零毒老西論雛辛
をは者いが険た一険・料か金族う保金　　の百十期にま期し令せ的つよで僅と伍年o間令金才9
同兄・人一料o時料今ははのが前険制　　説円年間つす間た伍て伍たつき金き未未　　に圧がか
じ弟子が度を　　金を回か・い母に料度　　明・をがきoにo金’金期てたの　　満満　よ金もら
く姉・死も納　が納のけ何ず子・死をの　をく越二九・応そが二制間’法支　のの　　りのらは
し妹父亡伍め　もめ改捨もれ伍亡納創　おわえ十百保じの支十度と国律給　　とと　次額え一・

群鷲舗矯藻紛奪贈設製轍電簸灘轟誰嘉九茗套望辱召
た生孫とも間　　る閥・なえも遺・とが　　　くは間上。をの・れ以保民金算　干干干　　お保o干
人前・きらが　　こに死っなら児きら　　　だ通一あ保納と保る上険圧の任　　円円円　　り険　　円

’

らあ祖暮　れとこも弟よにさつ　※　　　　　　　　　　り険　　有族け同でまでたら子金亡ろは
する母らたる同のらやうなんて今　三三二二一一五三支料死利のる時きた’くつ年やしこ’
世いとしとこじよえ妹につに’ま準五〇五〇五〇蕉伍給を亡の選こにる’死のた金通たとこ
帯は孫てえとようまを祖ては子で母伍伍年任鉦翅以以さ納一方択と遺遺死亡かこ’算人がの
㌔欝壱蝶篇驚腰鶉騒甥毯2鶴姥禦蟹欝縣三蒔跡竃難馨罷
萎藤難響難羅難嚢藩重譲雛雛欝灘濠霧撃聖輩
人姉た祖祖た翅にがもっしもでさ給　　　　　　　満の　よ・まずき寡死受給あ合を障いも一
鵜肇縫。編谷畢麓象齢募男募砺芳ぎ蹉縁璽芝器裟1ま誰て髪豊
亡妹な死孫　支子度任・・るお亡　二四六八一四七五　の者　一そ金よこませ’で金老んを
しが場亡と　給年か金姉同こかく　手千手手千手手千　もとの　方のをっとせんまも’令’も
た暮今しが　　さ金らはがじとあな　　円円円円円円円円　　お保　　’遺受てがんのっも母僅死ら

麟鯉義繍詑禦障※萩獣灘準誘あ尽薙魍親く耀縢鶴し曙蒙『響－
ろいく任てへめとたよ害遺障百目弟百一期母料前四る以亡上琵該わ　八条料民つか のがら’
・がこ’な以いぞてきりる任児害円の妹円万間子をの月月上日に金当し　才件を任でしで’すま
今とつ内てのいま’任金伍～が孫がが九に翅納月　’の納の保をすぐ　・未に納金も’きζとた
騎．鍔鷲麓茎霧．錺畢鶏驚重考’艘蒲漉雑含嚢香導聾観鶏鍍交
改つしガい半れ’人も子受，’て妹以さ百て額あのま直あ月をうとま　なし期保のよ象母がと
正ててを）分ば三が、ら伍給準支一上．れ円異はる一た近るま納こです　　けた間険祖う世子死姉
にいもししまな母亡う金資母給人いま’な’人銭．はの人でめとすと　れりが者母な帯僅亡’
謬薩赫搬騒縫房モ嚢雛礪裟鐸。禦吉漏驕％茨騒學繍欝霧霜
直驚圭ぞ翻齪㌶契ましきま二す料杢朗灘驚鎚裟・霧ぞ騒艶考箋書ら人そをで料りガ幽　竃西1諮著嘱部う＿臼＋・期‘これせ妹と・必庭すうな妹

っ父　にににがこいたつそい　※ら高千で倍　※りのそりまつ場な障　　※金保さ＋前格児翅
て母遺なも遺今と残とてのる今　　れ一二’額遺　　ま人の被せい合っ害今　　が険れ月の期矩金
”族りら族回がしいも人もま未ま万百もに児遺しの前保んてでて者ま廃も料たを基澗金’
死孫とまいがので分う・にので支し五円つ引母児た障か険ではあかでで疾らをもい準はを母
亡’はし残あ改きは主も’がは給た百がとき金廷o害ら者骸年つらあはへえ納のう月’受子
襲瀞號離需ゑ雄鎧。累芳鋳器竈齪髪囎ξぎ蔽讐襲マあ二あ霧
生母亡　がとよんでら本いし金の　ニニならけの　を害っ’も’ら人保）とあそ前月事た’
活’者　支きりでもし人残たの支　万手かれる引　定をて今らそにが険のにれの月’故め準
を兄の　給は’し支てがし場支給　一円っま支き　め合か回うの障’者認なば一ま四のの母
騰覆鳶誘嘩ぞ膿食馨　能銚勘奮毬認鋸蓼醐定接臨，コ髄灘
く妹者　　るの死と受のく金た受　　　にの金oが　　　とて障正と障受険る　　し制が僅七た受金
しでo　こ遺亡こけもながとけ　　　改・額今・　　に’害にな害け者前　　たの全閥月日給’
てあ子　と族者ろるらつあえて　　　め最七ま約　　　なそにょりにたにに　　o任部と’の資遺

㌧

、
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経耀警器保補皇編瀞略響藤翻馨拠※　※誌薙欝騙ε船※然
縣銑贈矯鯉蔽謹灘舘薪捲舗竃福欝窓鵬羅轟霰死蘂
欝鰭螺縫旛1鵬灘欝墓畢蓼雛痛祉馨齢2謙饗ぞ走鷲。～
子るこも準料除子ま次えら妹一ながが母世のもにい祉　　　　の　艦事な日不’いより　　　の
融桶學霧霧撃鶏妄2蛮盈2霧二孟麓餐馨奉霊年落讐就2駆突ぞ爽推　粟

霧鯵継礁嬢驚難藁姿器金髪餐謙糠定ξ
　　か準要間た　　　経ましいあお了点件は・任・金　　に，　　　に日の経・くえ船落　　　て
つ母件がこ　　　過すてるりり前はと拠こ金無が　　　　　　　なにゆつそえ不やち　　　支
た子に足と　　的o二とままで’同出のが拠支　関　　　り死くてのあ明飛た　　払

、趨望晃頚叢霧烹暑佳①頚圭奈裟福※竃霧突喬竃募昭す　　器璽塞勢毯災箋箋籍蒐響裟今
謬療再餐歴老架箭覆霧交房髪喜藁笙籍　盒餐是毒楚聖　る　　裟覆窃を輿じ霧讐霞窺藻晃毒

ままに改さのたの額も・所よっは件金停　支そお帯の十　　　　　すの伍と圧たけいけ在険次’
した・正れ伍額子がち得うて伍がの止　給のいと白六改　　◎保金に金がらなてす者の被
たは義にる一以一十う制にお金あ支制　　さ後てな）任　　　　　　　障がよにつれいいでに人保
o弟務よこ力上人三人限改り支り給限　　れ準すつに四　益　　　　がもつ加てるがるになた険
妹教りと任のに万にの正ま給・にの　る母でてお月　口　　　　充らて入’こ・人’るち者
が育・には所つ円・拡にすがそは緩　　も子にいい一　　　　　　実え’しことす．o恩こもか
婁箏芳馨症禦三碍聖大苔拶篁詮、よ和　　ぞ幕草突て具　　　　　　　鳶嚢孟藻2髪歪蜜頚糸最籐

れ前五て金あ万義度　　まそさ該ろ　　　あに才’すこ　　　　　　るとだ険のつ恩だ任で人か
るの手いのる五務に　しのれ、当い　　　のな以までの　　　　　　わにけ料人て給支金きのれ
こ子円ま支と千教お　た一るしろ　　　まつ上たに法　　　　　　けなたをたいか給のま希て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一任はもなのし部し違則ま二金で　　　　　同死　※ま支を家類震　③こ所いがをじが　　　　②金・ら場職た合たっ法せ＋をき新　通　じ亡廃　し給受財す災こ　と得て破もく　・母
覇誘碁食蓼あ笹会蕊響会蒙含吝1く　算　藷窪募奮発艦鍵老髪嵐な馨要禁隻羅ゑ薯皐煮菊襲孝

間後だ今短でてもろきしらうた法　　　　用定併制　～は場の害水新をりけそよこい五祉限る五
囎婆野墨聴脇麟律年蕩鮪謹蟹饗驚欝器弱墾畢孟
国たしは数しをれなと・続にま通　金　るい定じ　しはのり火でたた・に＋で合上を止禰上

民職た’で純ぞ倒ここがはで算通離論鶴券鹸講。罫霧璽象盤撃嚢畷講％編締ろ1種　　で・支　こ得以産た規のを万以せそとつ，金と
に加こ＿してる期度・算れの恩通　　則　　あ拠給　　　とに上（は程特　　支円上んの生て　　の生
加入れ時た’こ間に職任ば職給則　　　　る出班　　　と関に住そで例　給かので聞活い　　支計入しか金よ一とを加場金な場や法　法　。制金　　なす損宅れあ　　すら子し伍をる　給同
したらがうつに全入が通りで琵が　　　　　と’　　りる失’にり　　　るのがた金同人　　停一

度あ制で二期い来は　　　※だ続ほす員扱間日た力市つ相組ほお　※加r合共組一次　※金た
のる度す十間人の二一　　　けくかべ保いにでこ月町の互含かよ国　入農」一済合rのお　　を期
合場だ〇五をで老十つれどが場のて険がつあの）村制に員のぴ民ど制林r組一船制互ど支間
．算合け力僅合も令五のばの通合制涌で異いり法は・度通で制保任ん度漁公合r員度にん給も
朗’のとに算’へ任制任く算の度算はなてま律切私で算あ度険金なで業共一厚保で通なす合
間圃合えなすい退の度金らさみでの・りはすのり学一さつで料の期あ団企r生険あ算制るわ
が民算はるれく職期だがいれ、’は対四ま各か施捨・伍れたはを保間り体業私任一りし度こせ
皐翻菌企駅達騨象爵誘葡墾耀自簾撰購臨繍欝黙舞講倉繰ザ
五もが民支二の金な二えし　o引日な日厚にそ・なのたoが保さを算o‡≒員校r家o任算しべ
托今二伍給十制がい十るた　き以の前生よれ本り各なし　・険れ納さ　済＃職市公r金にカて
以め十金さ任慶：も力伍か期　　続後まの伍つ以任ま共いかそ者ためれ　　組済愚町務国制なもの
上た建以れまのらダ）’　聞　　く遣）す期金て前四す済期しれま期たる　　合絹共村員民度るの人
あ各以外るた加え’ま　が　　期引が間と取の月oは間’ぞた聞期か　一合済職共畳とかでに
る制上ののは入な本た　　あ　　間き　’も船り期一ま六（一れ、はわ聞　　　の一組昌済金は　　す任

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，一んくさお亡もてを　か　※手支い童ケ童ししでもい母調で　　　　　応時　二百円十納　※場がこんとしの次卒まくで　当給とをガ’たた’らま子とすこ　児　じのほ手円’任め国　竜
電とがうたこの業ずわはどとさし心をおた児力えし僅うoれ　　　　て給か八と二でた民支いの憂さ子とうす・し・ん呼れて身しとめ童とるた金さ今は　童　計料，の百な十九期任給
ケでいんoでちる義くどなぱる’とてう・はえ範がをんま・　　　算と制円り任手間金さ
ガ麟謝と②すどま務のん児れも児もいさ詔もば囲・もがで今　扶　さ・度が・以円一にれ
（な箪別爾Oれで教べな童ての童にるんとち・冷こら死・回　　　　れ、加に支最上・伍つる
爾いいお，親①か）育て児がおでを健場がうろお大のえ亡国新　養　支入つ給高は二にい任
＝孔7病かがおにの終み童該りあ養全合重さんと巾法るし民し　　　　給しいさ二一十つて金
ま。黛隅離と該子了まが当まりつにに病ん’うに律こた伍く　手　にててれ＋任任きは額
た④のつ婚う当ど前し該にす’て育も人と父さ広でとと金で　　　　ないはま四にで九・
は潟か③しさすもへよ当な。児いて’と別母んめはにき法き　当　りた’す伍つ一百保
両とめおカんるで甲うにる　　童るてそかれががた　’なにでた　　　　ま期退oでき万円険
足ろ’とカが子あ学。なか　扶人ほの’た離死もそつだは法　金　す間職　二千八と料
をさ働ろめ死どつ狡　る　　　養にし児大児婚亡ののてけ’律　　　　oに当　万二干しを

＜爺客貌端を兎総蟻聚ξと※錦美聖認も粒馨戯た鷲幸※纈禦
5一当もた童のかさ童えぎ届きかん届の留え目人き月すらど　　い’をあしとにな当だにいうし
ぺ日存’めが支あんをな去出はらo出手意たか以は額oえの　る養さてえ対くのれあ子さた
覇繕震絞繕2趨器播叢す禦房編含讐葛合ぞ麗砕蔑蒲舞δ綴
5’うは算にがが入てと月くしももる’べ支子と千円ど当い　対’いおそ支のは払oこゆ）
段役た支対’中再がいに分ななら’またき払一き二〇・ものも　　し日なかの払子’い　　れくを
目場膨）払象ほ止婚あるなにつけえ届でと　い人は．百②が額ら　て常いあ児いどもを　　らえし
へにのいとかにしる霜つつたれま出はえこさに・円子一はえ　　麦のとさ童さもち受　　とがて
つお届さなのさたとかてい場ばせを何該とれつ千Oど人・る　　払めきんとれをろけ　　同畏い』
づい出れつ懸れときあいて合なんしも当　まき二③もだ次か　　いんは・生ま養んる　　じいる
くてはまて金まき’さまははのかたもし　竃二百子塑けの　　　さど’ま活すつ子か　　≦尚モ
ー辮駕奮竪誓響藷繁瓢　　畠毘ξ天2嘉　墾筋驕。誌　　赫⑤
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の　はれ達七十か風る日行す問も　で連進むこべを地文で町い驚事の制　　＿　　　．膝船鈴轍％
歴そなまし十二つたのいしべ題か前あの法べろきは方化な村得異業間定昭　　・　　●●・●●惟
器俄董舗箒あ2畠蒜茅鶏誇ゑ鑑繍轟へ墓究鍵鶉し瞬ゑ製袈硝聖緒　轟、新駅

蘇勇髄匿襟驚贈磯雛懸篭輪鶴鰐踊軽　婁町※
蓼幹墾斐籍照藻婁海叡黒謹誹犠あ髪警藩慧鑛製馨蒔謂　　　護村蚕

慧擦緯瞭灘騰繍雛塗案離雛騰ぜ・嚢の嚢・
髪籔織礫難籍茎艦婁禽鰹総欝　嚢繋
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※　肖又　※
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※絢済に　と＋膿なぎとがの鵜る農盈こ灘のの　’がは鱒蝶と※

禽蘇膿盤し2‘纏馨し殿あ現奮謬墓譲こ　モ濃謡騙農鍵纂現驕講
餐禽募あ簑き浮e5言茎鶏奈2采藩護o甕諒ど馨裂性農2壌ど季5蓉議鵠宗繋お奮蛋簗震

難寒羅輝臆奏籔塗雛馨霧毒騎難誰蟹峯朧騰蕎
葬麗量鰻雛灘案鱗騰篶錺羅講蕎鰐襲羅鍔
舞詔腱鋸奮號轍器雛舗霧軽景必饗騨器鰹購爆罐異
灘諜奪黛縫議擁糞茎羅導要轄報麟叢馨羅賂
業経全れで務あれの員．し業い性しが職者専に営の充農こなる求う需本膚展すつな位　期今
の営般たあ管りに事に優てにきはか当員を門行農でに協の期いをし要のまにすあどを米待日
拡の的一ろ理’は業限秀少背れ十る然を必的な改は一経：大待は農たも集っ半みるの矢穀に・
難緩蕩禰羅窟交馨邸鑛鑛蟄詮融論離膏朧奈糖し滅煙ぞ籔義
図化協不そ立にな本こ材なけと識職ですすのは導ま限模期せ農営のくのて各械農的いはら農1
璽錯霜鰭誘黎編蒐騎鶴需募講膿雛講辮馨融薦誰謙饗鰹
簾繍詮警誘雛雑鰭雑o犠ど欝茗●雛唇鶴羅藻蕎麟葱鰭蹄
霧震馨鐘縫馨釜禦勇兎謹　5ミ露暑繁　　誘墾セ3滲嚢　　奮あ桑　梧募掻蕊総義房鍵珪i蓬灌垂馨島

藩餐椴整緩餐藩鯉欝怨F礁麟霧磯詮奨篇璽縫藷難爵謙蕊
動事してらる労でそて職　決事な要　　費導術に力　．る拡は　きあ欲この資も発につ果地oる

鶉イ瑠難鱒魏イ響艘農異蛎醜窮法2観鵜今怠蒜難し贈従霧
件引販業化計名はの置小農るに協　合　と間と本措体必とこいる日少営＋黒そかいて来い化

雛諜購雛簾灘雛併叢墾養塞鴇雛灘葵羅峯報漿馨
にり買と　く員し導で農業ゑ鉋よ　の　うを発をおにじしの化対ていにわつ職経らりかあめ
な価そ有　にがい員あ協の　につ　　　　とよ展みりおてい合す処いだかれた員営れ合らるる
魂格の利　専設ががるで強　次て　効　思くしたこいき角併るしるろ維てりグ）でて併はo必
　そ他な　門置大いoは化　のも　　　　うもて農まてた度がかて間う持い’蟻あきな’　要
　盆箋舞　袈鳶嶺ξi…簸　　垂蓼　果　。象2馨墾婁ぞ2あ器農腔。薯蒙裳庭歪発亨畢　禁
取のの　活’に充え指　　　がさ　　　　　たこ併考協あ検一る協’　いつ指支い　る経　　生
’綺覆難雑謂　黎　　　ぞ織秀欝警お。欝窮膿秀ぞ鋸薯
（6》1が入にの置　　彩はよ　　（5》　を等　　代なに　　接　倶）合との　　業刀よ　⑧増　充営かこ輸分
系高で応確’鼠用かりイ役二強餌ハ化り使ロ奪イ農理財強ロ経をりイ財加ハをすつれ事量ロ

籠毒謙婁鞭禽馨醗雛鰭鍔§善欝難朧霧鱗縫繍鱗
の　合門さ流増に優囲拡のんこが事すに諸倉て理のき理つ集をと基、強ののとが又り用な区
合　員部れ等大な秀の大　制と促務るこ設庫も費合るがて甲有も礎貯　　有圧がではあ加くが
羅購ま鷲繁難難讐ダ甥鞭毯慰総董襲鯵化縫巽箋憲隷’
　　す及た代り　　職と営　　がきれ甲　　と稼施がち　　　なの業すれ化の　　が資る業もこ業算い

　　奪纏鰭募禦野堪纏禦駁　各鞘ゑ麟箏舗。緯鉱器突
　　1術の務適　選改理　　さ　線さ　設が能わ事　　　な的主　　つ’増　　o転　全的でちつめ
　　ビが分管所　定善化　れ　活れ　の腐率れ業　　　わ運統　て信加　　　率　なにきろた葛
ス導化理配　とがに　る　動る　近く的る間　　　れ用制　事用に　　　が　拡運なん運業

で　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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分率優鄭ず済事員巣たうる目にはと関蔵こ利あまとそでう力　農　　　四家す進　（7》化よ
量的秀業有璽業のなめとo的は単な係接とのるたがれあとし経協α》　　’のめさ町町がり蛍

鱗難霧苔灘羅羅蓬霧1鰻難撫蘂欝辮灘
朧簾鐸灘鐘鶴織蓮騰垂購輪題雛籍藁
え軍もてさ・Φ経組にたして経そ農要理業小の体るるか組行相れ題　　点　　・がが　　合と
ど業能’れま経済合はすよい済こ協件的のな便でoこら織こ協る点　　　．　農す促　　　理に

営大　　　ろ一ててしはのや近ろ点くはら的要く　区りの他いく経通の　　る反の　こなち外も
上き以12）うつ行みてそ拡道のうが検相大で性意そに’と・的っる済信でしとす特以とら　》で’
のく上農かのくずゆの大跨交o見討反きあの識のと組しなての条交はかもる質上がぱ組はこ

購鋸G灘離銘幣躍薦額走鴨錫矯器矯奈號麓蟹鎗盗鶏
点こ本営　拓目の会を能発涌的さばかるらた農経る地そのれる変発o域る見しとれ区にか済
もく的上　けを機’見な達信条れおにでそつ民済で域の上が。化達農はわえてかる域奉ら事
なになの　て注能経つらに機件るの見あのての的あも結に部同にあ民決ける地らのは仕’業
いよ問問　くぐを済めしよ関にとずえろ地の経有ろお合築落志よるのしで要域農で必を他運
わっ題題　るない情なめつのいいかるろ域同済利うのはか意的つい意てあ素に協あ然し資営
けての点　　のらか勢がてて著たうら要。も志的性oず局れ識’ては識固るをつのる的志杢の
で生外　　　でぱににらい大しっもそ素地お的団を　か部て過親変その定oもい組oにっに原
はず規　　　はそ強対’る巾いてののも域の’結よ　　ら的い剰和わの変的　　って織　大とう則
なる模　　　なこ化処推。に発はで調’的ず親のり　’小でるな的つ他化な　てはは　・きすちの
い運が　　　かにしし移要そ展最あ和よにか和必強　地あも排とてのとも　い相そ　いるか枠

教理管　理㈲っしここな営意（3）あ施務所考こるが121く組とるをいす基れこ化間11）おなしさ
育方理こ統　てめれれいの志　る方員等慮れの還　す織とよ目るる本るれすの　おら’れそ
訓式機の制支運るににか公が地o法活をしにでく合る活もう的o目的こはる親地むなそるれ
練を構点が所営とよは。正適区　を動設必ははな併こ動ににとし的にと旧の和域ねいの問ぞ
の採をに嗣ののとり下　　が確の　　検のけ要事なつにとに部組すた意はか来でをが次が対題れ
充用つつ難設公も組部　　期に拡　　討強るな務いてよがよ落合るが識前らのは欠拡の一策点の
実すくいと置正に合組　し反大　し化措場所か事つ必り組員同つの述生地なき大よ般がにケ
にるりてな等を業贔織．が映に　　て等置所及・業て要人織教志て間のず区い　’さうにたつ1
よと近はるに図務のの　たさよ　補にをにぴ　利嬉での’育と同題よるのか人れな考ていス
りと代規のよるの意充　　くれつ　足よ講は施　　用務あ結協のしじとう間観。的るもえらてに『
素も的模でり　。制志実　なずて　するず支設　に所るぴ力徹て経もに題急　　精たのられは応
質になには経　度存を　　る’組　　る專る所の　不と。つ組底相済関農でに　合めとれな十じ
の職経応な営　　化反図　　の組合　　必実ほ’位　　便の　き織を協的連協あと　力組思るけ分て『
向員営じいの　に映碇）　で合昌　要のか出置　に距　を等図力利しにるら　が合う点れ検予
上の管たか管　　よせ’　は運の　　が実外張を　　な離　　強のるす益て対がわ　　弱員oは”ば討想

1鵡號論毒かξ編錨し犠も講器鰹罐前喚し甥繋馨鉱舗爾醜蘭
霧岱2ど象繋謬2勇馨曽1ま覆ぷ息ゑ1『弩髪孟遵5叢鶴　結　　鑑薯倉盆弩ど鏡謹轟募穿呈ゑ
廃潮進の近備お情・成れ必のしでんる情とはしかりに　　　　　が円適発けれ理は対問すの
な流一協く協い勢　はて要活なあ農o勢も農めもまお　　　　　期滑正のるまをそ的題め一
さと過議実謹て下　　市おな動がつ協　　もに協る加くい　　　　　さなか基とで調れ条がる般
し庄を会現会川に　町りるのらて合　現下の方速四て　　　　　れ処つ礎との整ぞ件あ場論
め民繰ををの西役　　村一措総地町併　　状部上向度囲記　　　　　な理公をも各しれでる合の
たのり母見設町場　長面置合方村を　打の部に的の述　び　　けが平周に巣な協はがに外
ご良返体る置農と　の’存調自役な　　破い機進に情し　　　　　れ行にめ’協け議なこはに
・と識しとこ虜業し　至新と整治場す　をや構み合勢た　　　　　ばなしる新のれしいれ’具
くはなしと検協て　　上市るを法でも　　強農がつ併はと　　　　　なわかもた結ばてoも資体
現りがてで討同は　　任町こ図のはの　　く協そつを’お　　　　　られものな宋な公不合産的
代つら各あし組’　務村とる公なは　要組うあ余目り　　　　　な合相でる存ら平均併のに

放い慮不く　　　に※準で※母の※だべ拠※なだうものり　　　　　支支・事起／　御　疑なと農
送・な明だ届　　児　母に　子支　　資き出　　いさ人もで手皆　り年払給手務（　　協おわしし民

茎藤鰹・難韓肇難講会甦酷醤慧垂謬鳶鑓鱗裾難蠕轟
回L係・　は　季養任世福金制祉をよ翅の次けのすつ進らた届伍ま給てジ　望組でで合は

鰹搬・灘難欝箸繍鰐葎簗難か瞳磯蘂隷雲難
）薯富叢竃，講モi葵繋斐鞭籠簑継縫籍墾簾灘
　．く・　参　い在人経環。つ祉人でと者とば相かいきい　　われ一分　き　る理　信必を
籟　だご　し　るす・過在　て伍。’な・でな談と人なか　　　　ま回よ　）　　o解　　じず背
　さ還　　て　人で　　的す　　’金　　まる・すらく思でいぎ　　　　すのり　　　　　と　てや景

憲講疑蒼鑓麟灘鎌麟韓・薦嚢簾盆馨舞諜購ふるさζ
うる大がい’いつ主と破よな事は知果全はうをる給れ増施が食田改位体あで
。要誉竈餐塞メ島寒塞登墓．ぞ箸爲基ぞ幕襲轟緊琵署箔ξ莚薯膳段裂慧禺肇ゑ尿、し蓑警嘉5～多柔

類’域習給数つミ町の’慣向活い加をだりでこ導知非いミ況をま上関ス操の的しううク1
（を学の慣食にてルグ）が子化とのるすやレで飲でにっ常るルはしずは係ポ競大ないのでがツ
Z呼鮫食形のすいク子一どさい是のるつ’はん’よてな。クとて学食が1技きも●は’マ界
）ぶで生成効れるのど番もれう正だこて成なで子っお効ミだいみ校生あツなさの美欠しツは
可の活あ果ばと完もよのてこにろとこ長いいどてり果ルけうた給活りにどとすしかかチ大
能給にる測日思全たい時いとなうをそ期▲るもよ’がクのとい食か’おはいらいせもし型
性食与い定にわ給ち方代るにら。子’にミかたく子あが補’▲からそけそう’とな’たと
がはえはは一れ食の法かのなな補どミあルとち理どる身食現町ら’れるのこスいい大時テ
強’る学む慶：ての要だらでるい食もルつクいは解もこ長給在のと食なカよとケう条型代ク
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こ
と
し
の
移
民
第
二
号

中
島
さ
ん
一
家
ブ

　
「
塩
辛
の
牛
乳
屋
さ
ん
」
で
親
し
ま

れ
て
い
た
藤
巻
さ
ん
一
家
（
本
年
｝
月

三
十
鱒
日
出
発
）
に
続
い
て
、
南
米
プ

ラ
ジ
ル
ヘ
移
民
さ
れ
た
中
島
之
夫
さ
ん

（
四
十
二
才
）
は
、
旧
上
野
村
田
代
の

人
で
、
妻
イ
ク
さ
ん
へ
四
十
三
才
）
畏

男
直
行
君
（
十
才
）
二
男
春
之
君
へ
五

才
）
の
家
族
ぐ
る
み
あ
わ
た
だ
し
い
任

の
瀬
を
後
に
、
十
二
月
四
目
横
浜
港
か

ら
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ
の
壮
途
に
つ
い
た
。

　
か
ね
が
ね
甲
島
さ
ん
は
「
戦
時
甲
、

軍
人
と
し
て
外
地
勤
務
を
六
力
任
過
ご

す
う
ち
に
、
外
地
へ
の
関
心
を
持
つ
よ

う
に
な
り
ま
た
帰
還
し
て
も
地
形
的
、

経
済
的
に
恵
ま
れ
な
い
田
代
部
落
で
は

ラ
ジ
ル
ヘ

一
現
在
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
っ
て
生

産
性
は
上
ら
ず
、
将
来
の
希
望
も
こ
の

土
地
で
は
持
て
な
い
の
で
プ
ラ
ジ
ル
移

民
に
踏
み
き
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ま

で
に
は
親
類
か
ら
い
ろ
い
ろ
反
対
も
あ

っ
た
が
わ
た
く
し
は
先
に
渡
伯
し
て
親

類
の
者
た
ち
も
呼
ぴ
よ
せ
る
つ
も
り
だ

』
と
語
っ
て
い
た
。

　
以
後
、
八
月
宋
日
よ
り
一
週
間
茨
城

県
内
原
村
の
訓
練
所
で
訓
練
さ
れ
、
移

住
の
資
格
を
得
た
も
の
で
あ
る
。

　
甲
島
さ
ん
に
は
母
ソ
ヨ
さ
ん
へ
七
十

四
才
）
が
お
ら
れ
る
が
、
本
人
の
希
望

で
現
在
水
沢
村
の
養
老
院
に
入
っ
て
余

徴
を
送
ら
れ
て
い
る
。
　
醐
家
を
あ
げ
て
の

移
住
で
あ
り
、
財
産

そ
の
他
の
整
理
で
大

変
忙
し
い
日
を
送
ら

れ
て
き
た
が
、
待
ち

わ
ぴ
て
い
た
出
航
の

日
が
知
ら
さ
れ
、
十

』
月
二
十
四
日
み
ぞ

れ
降
る
故
郷
を
後
に

・
横
浜
の
移
住
あ
っ
せ

ん
所
へ
入
り
、
最
後

の
教
育
を
う
け
、
横

浜
港
よ
り
あ
る
ぜ
ん

ち
な
丸
で
大
平
洋
を

横
断
、
パ
ナ
マ
運
河

を
通
過
し
て
四
＋
日

の
船
旅
を
終
わ
り
、

南
伯
の
サ
ン
ト
ス
ヘ

上
陸
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
い
る
。

幽
町
の
掲
示
板

◎
育
林
コ
．
ン
ク
奮
ル
入
賞
者

　十月号

本
紙
で
お
知
ら
せ
し
た
郡
市

の
育
林
コ
ン
ク
ー
ル
の
結
果
、
町
関
係

の
入
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

　
二
等
　
　
沖
立
　
柄
沢
紋
治

　
二
等
　
竪
島
増
田
克
治

◎
県
農
村
教
育
青
年
会
議

　
冬
期
研
修
会

　
き
た
る
二
十
日
・
二
十
一
目
の
両
日

戸
籍
の
窓
か
ら

う
ぶ
声
－
御
す
二
や
か
に

甲小上鈴山田小田保
条海村木田口林甲坂
　利利準俊孝玲仁
優信昭一・彦子子子篤

晋
　
二
男
　
大
臼
禽

理
市
長
女
小
臼
倉

平
作
長
女
甲
仙
田

鉄
治
郎
二
女
　
木
落

弘
養
男
仁
田

義
一
二
男
新
町
新
田

治
郎
長
男
上
野

徳
治
二
男
　
小
根
岸

平
吉
二
男
　
木
　
島

た
か
さ
ご
ー
御
円
満
に

＠⑥

雛
＠◎

雛
＠絢

縮
＠◎

鞭総
◎⑥

纏
平
野
綱
一
学
狡
町

南
雲
竹
子
十
日
町
か
ら

真
明
敏
史
　
上
町

松
下
　
久
子
　
飯
田
市
か
ら

小
川
武
文
岩
瀬

高
橋
サ
ト
子
　
甲
仙
田
か
ら

竹
ロ
　
武
治
　
発
電
所
通
り

甲
島
　
　
幸
下
平
新
田
か
ら

星
名
隆
一
伊
友

高
僑
キ
ヨ
ノ
十
日
町
か
ら

引
間
寿
一
坪
山

上
村
マ
サ
子
下
平
新
田
か
ら

長
岡
市
農
研
会
舘
に
、
県
下
の
農
村
青

少
奪
ク
ラ
ブ
員
、
ラ
ジ
オ
農
業
学
鮫
研

修
生
、
農
研
グ
ル
ー
プ
員
を
集
め
て
開

催
さ
れ
る
。
町
か
ら
は
、
数
藤
伸
治
さ

ん
（
沖
立
）
、
清
水
寿
葵
江
さ
ん
へ
下

平
新
田
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
男
女
代
表
と

し
て
出
席
、
分
科
会
を
甲
、
O
と
し
て
農

村
に
お
け
る
各
種
の
問
題
を
研
究
、
討

議
す
る
．

◎
郵
便
局
の
窓
ロ
か
ら

　
伍
賀
は
が
き
の
特
別
取
り
扱
い
期
間

は
十
五
目
か
ら
二
十
三
日
ま
で
。
小
包

◎一◎⑥輸⑥’◎⑥’◎⑥’◎◎’◎◎⑥◎＾◎⑥一◎⑥’◎◎【◎◎一◎◎【◎◎【◎

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎婦郎

猛叢留罐翻罰論纒講鰻龍議タ灘融森議
ミ忠節増正松靖末節　マ誠朝次ツ義ト喜ヒ悌サー照好ヒ宋ア健
江作子蔵能治子良子勇サ治子雄工友キーデーチ郎子信ロ男ヤ治
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

東
善
寺

＋
日
町
か
ら

甲
屋
敷

＋
目
町
か
ら

沖
立

東
京
か
ら

木
島
貝
野
か
ら

沖
立

伊
友
か
ら

田
代

伊
友
か
ら

新
町
新
田

小
手
谷
か
ら

上
野

上
野
か
ら

元
町

上
野
か
ら

仁
　
田

下
原
か
ら

赤
谷

北
海
道
か
ら

堅
島

室
島
か
ら

岩
瀬

桐
生
市
か
ら

赤
谷

茨
城
県
か
ら

な
ど
は
、
な
る
べ
く
十
五
臼
ま
で
に
お

出
し
く
だ
さ
い
。

◎
室
島
に
婦
人
学
級

　
十
三
日
午
後
一
時
か
ら
部
落
公
民
舘

で
開
講
式
を
開
く
、
冤
島
婦
人
会
（
増

田
ア
ヤ
会
長
）
の
骨
折
り
で
、
春
以
来

の
要
望
が
よ
う
や
く
実
を
結
ん
だ
も
の

学
級
生
は
六
十
三
名
、
学
級
長
に
は
増

田
美
代
子
さ
ん
が
決
ま
っ
た
。

◎
役
場
の
正
月
休
み

　
二
十
八
臼
が
御
用
納
め
、
二
十
九
日

か
ら
三
目
ま
で
お
休
み
を
い
た
だ
く
。

α㊨

縮器
＠◎

縮
＠⑥

顯
高
橋
重
信

中
条
キ
ヨ
子

青引茂増金小
山間野田沢林

浩静美宏ソ勇
介子江一メー

甲
仙
田

岩
瀬
か
ら

中
仙
田

新
井
市
か
ら

中
仙
田

室
島
か
ら

甲
仙
田

＋
日
町
か
ら

昇
天
ー
御
め
い
福
を
祈
る

青南中川登佐
木雲条崎坂藤

ナス文ハ駿駒
ツイ江ツ三治

登
坂
キ
ク
エ

南
雲
　
キ
チ

繭
雲
　
達
治

村
越
喜
一
郎

藤
巻
弼
一
郎

上
村
已
之
作

窩
橋
　
タ
カ

寓
僑
　
平
政

小
野
塚
ヤ
ス

星
名
　
松
雄

小
林
　
チ
ヨ

山沖中坪三上塩野甲中赤田甲岩越岩霧

野央　　 仙仙　仙ケ田立町山嶺野辛口田田谷戸田瀬沢瀬谷

七五七六八八七八五七五七七　七五七
六八六九五〇ニニ七二〇二六三九一〇

編集後記

※
か
わ
に
し
俳
壇
、
都
合
に

よ
り
本
号
は
休
載
い
た
し
ま

し
た
。
こ
ん
ご
も
、
ど
し
ど

し
作
句
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

※
町
議
選
、
県
知
事
選
挙
と

身
近
か
な
選
挙
を
ふ
た
つ
も

経
験
し
た
こ
と
し
一
任
も
、

あ
ま
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
に
な
り
、
「
人
同

じ
か
ら
ず
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、
年
の

暮
れ
と
い
う
平
凡
な
表
現
、
便
い
な
れ

た
こ
と
ぱ
の
甲
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い

が
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
本
紙
も
、
発
刊
以
来
四
度
目
の
任
の

瀬
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
、
数
あ
る
曲

折
を
経
て
、
町
の
み
な
さ
ん
の
、
広
報

に
対
す
る
要
望
も
、
任
ご
と
に
変
化
が

あ
っ
て
不
思
議
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
編
集
者
と
し
て
の
つ
と
め
を
考
え
る

と
、
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
て
こ
の
か
た

機
会
あ
る
た
び
に
、
広
報
の
本
質
と
い

っ
た
面
に
ふ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
選
択

す
る
こ
と
と
、
紙
面
を
創
造
す
る
作
業

の
甲
で
、
み
ん
な
の
広
報
を
つ
く
る
の

が
、
い
か
に
む
ず
か
し
い
こ
と
か
、
ほ

と
ほ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
　
■
　
・

※
そ
れ
と
同
時
に
、
広
報
を
み
な
さ
ん

の
手
で
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
わ

ず
に
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
広
報
の
歴
史
に

も
う
噂
つ
の
曲
折
が
ほ
し
い
点
で
す
。

単
な
る
公
報
紙
で
終
わ
る
こ
と
な
く
、

町
づ
く
り
に
貢
け
ん
で
き
る
よ
う
な
「

広
報
か
わ
に
し
」
で
あ
り
た
い
と
い
う

こ
と
、
そ
れ
は
、
教
育
委
員
会
に
所
属

し
て
い
る
場
所
が
ら
の
た
め
も
あ
り
ま

す
。
※
発
句
の
ひ
と
つ
が
、
『
町
の
声
」
の
ひ

と
こ
ま
が
大
き
な
カ
と
な
り
ま
す
。

技
術
的
な
コ
ツ
を
早
く
の
み
こ
ん
で
、

町
づ
く
り
に
つ
な
が
る
広
報
づ
く
り
の

職
人
に
な
ろ
う
と
、
伍
を
ふ
り
か
え
っ

て
み
ま
し
た
。




